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1. はじめに 
 『平成 30 年版 観光白書』によると，2017 年（平成 29
年），1,789 万人の日本人が海外旅行に出掛け，2,869 万人の

外国人が日本に観光に訪れている[1]．正に今，観光ブーム

と言えよう．それゆえ，観光に対する知識が益々重要とさ

れ，また，世界共通語と言われる英語を使用する必要性が

高まってきている．観光業の現場，すなわち，旅行・観

光・ホテル・レストランサービス等の観光に関わる業務に

必要とされる英語力の検定として，1989 年（平成元年）に

「観光英語検定」が始まった[2]．30 年目を迎え，これまで

の受験者数は，延べ 20 万人以上に達している[2]． 
 本研究では，観光英検の英文にはどのような特徴がみら

れるのか，計量言語学的な解析を行った．すなわち，観光

英検の英語について，文字種や単語種，及びその出現頻度

を調査した． 

2. 観光英語検定の概要 
 観光英検は，日本人旅行者を率いる旅行業者や添乗員，

外国人旅行者に国内を案内するガイドなどを想定したコミ

ュニケーション・接客能力の向上を目的としている[2]． 
 検定級は 1 級・2 級・3 級の各級に分かれ，それぞれ筆記

（Reading and Writing）およびリスニング試験が行われる．

他の試験と同様 3 級から 1 級にかけて難易度が上がる．出

題は，海外旅行および訪日外国人旅行における旅行・観光

分野（空港，交通，ホテル，ショッピング等）に絞り込ま

れ，一般的英語力に加えて，国内外の文化，地理，歴史の

知識（伝統芸能，郷土料理，自然景観等）を必要とする問

題が含まれている[2]． 

3. 解析試料と方法 
 本研究において解析した試料は，観光英語検定第 33 回

（2015 年 10 月実施）と第 35 回（2015 年 10 月実施）の下記

の試験問題である． 

  試料  1 ：第 33 回 第 1 級 Reading and Writing（T1Ra） 
  試料  2 ：第 35 回 第 1 級 Reading and Writing（T1Rb） 
  試料  3 ：第 33 回 第 2 級 Reading and Writing（T2Ra） 
  試料  4 ：第 35 回 第 2 級 Reading and Writing（T2Rb） 
  試料  5 ：第 33 回 第 3 級 Reading and Writing（T3Ra） 
  試料  6 ：第 35 回 第 3 級 Reading and Writing（T3Rb） 
  試料  7 ：第 33 回 第 1 級 Listening（T1La） 
  試料  8 ：第 35 回 第 1 級 Listening（T1Lb） 
  試料  9 ：第 33 回 第 2 級 Listening（T2La） 
  試料 10：第 35 回 第 2 級 Listening（T2Lb） 
  試料 11：第 33 回 第 3 級 Listening（T3La） 
  試料 12：第 35 回 第 3 級 Listening（T3Lb） 

 なお，比較のため，日本の中学校教科書 NEW HORIZON 
English Course 1，2，3（2010，東京書籍）（以下，「JHS 1，2，
3」と記す）と高校教科書 UNICORN ENGLISH COURSE I，
II，READING（2010，文英堂）（以下，「HS 1，2，3」と記

す）の本文の解析も行った． 
 解析プログラムは C++で構成されている．このプログラ

ムからは，各試料の文字と単語の頻度特性の他に，文の数，

段落数，平均単語長など様々な情報が得られるよう配慮さ

れている[3]． 

4. 解析結果と考察 
 まず，各試料における使用頻度の高い文字の種類とその

頻度を調べた．各試料の上位 50 位までを頻度の高い順に，

縦軸は頻度の度合い，横軸は順位で，片対数でプロットし，

その特性を 

                                        y = c * exp(-bx)           (1) 

で指数近似を行った[3]．得られた係数 c，b を Fig. 1 に示

す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中高教科書を含む全ての試料の係数 c と b にほぼリニアな

関係が見られ，教科書では学年が高くなるにつれて値が高

くなっている．観光英検 3 級筆記の値が中学 1～2 年程度

と低く，1・2 級リスニング第 33 回の試料が高校 2 年程度

と高い．また，いずれの級もリスニングの方が筆記よりも

高くなっている．前報において著者らは様々なジャンルの

英文を解析し，上位 50 位までの文字について，近似式の

係数 c と b には正の相関が見られ，ジャーナリズムや技術

英文に近いほど c と b の値が小さく，文学作品に近いほど，

それらの値が大きい傾向にあることを示した[3]．従って，

観光英検 3 級筆記や中学 1 年教科書はジャーナリズムや技

術英文，また，観光英検リスニングや高校 3 年教科書は文

学作品と同様の傾向があると言える． 

 

Fig. 1  Dispersions of coefficients c and b for character- 
appearance. 
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 次に単語頻度特性を調べた．観光英検について，tourist，
world，park，room など観光関連の単語が出現頻度上位 20
位までに見られる．単語についても文字の場合と同様の解

析を行ったところ，観光英検 2・3 級の筆記・リスニング

の 8 試料の係数 b の値が 0.0419～0.0466 の近い値となって

おり，内 6 試料は中学校教科書 3 試料（0.0391～0.0425）よ

りも高く，高校教科書 3 試料（0.0456～0.0479）よりも低い．

なお，両係数について，観光英検 2・3 級筆記と高校 1・2
年教科書の全 4 試料が比較的近い値を取っており，一つの

クラスタと見なすことが可能であると思われる． 
 次に，日本の中学校必修単語 508 語とアメリカの 4～8 歳

児を対象とした The American Heritage Picture Dictionary 
(2003) に掲載されている 798 語（以下，「基礎単語」と呼

ぶ）を基に，単語の種類とその頻度から各試料の難易度を

求めた．難易度を表すパラメータには，単語種数からの難

易度(Dws)と単語数からの難易度(Dwn)を考慮した．これらは，

全単語数(nt)，全単語種数(ns)，必修[基礎]単語数(nrs)，各必

修[基礎]単語数(n(i ))とすると， 

                                    Dws = ( 1 - nrs / ns )           (2) 

                             Dwn = { 1 - ( 1/nt * Σn (i ) ) }          (3) 

より求められる[3]．さらに適切な指数を与えるため，Dws

と Dwn を変量として主成分分析を行った[3]．分散共分散行

列を用いて求めた第 1 主成分 z は，必修，基礎単語ともに，

[ z = 0.7071*Dws + 0.7071*Dwn ] となった．これより得られた

主成分得点をそれぞれ 1 次元で表したものを Fig. 2 に示す．

図より，必修と基礎単語による値に正の相関が見られ，1
級は筆記・リスニングとも，高校 3 年教科書よりも難しく，

2 級筆記は高校 1 年～2 年程度，他の 6 試料は中学 2 年～高

校 1 年以下の難しさであることがわかる．また，いずれの

級も筆記の方がリスニングより難易度が高いという特徴が

見受けられる． 
 各試料のその他の計量的数値をまとめて Table 1 に記す．

各試料における前置詞，関係詞等の使用頻度を求めたが，1
語ずつ意味を調べたわけではないため，前置詞，関係詞等

とカウントしたものの中に，それ以外の品詞として用いら

れている単語も若干含まれている．まず，平均単語長は，1
級 4 試料が 5.754～6.041 語と，教科書 6 試料中最も長い高

校 3 年の 5.568 語よりも長くなっている．次に，一文当た

りの単語数は，いずれの級も筆記の方がリスニングよりも

0.205～4.732 語多い．1 級 4 試料は 19.938～23.307 語となっ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ており，高校 3 年の 15.778 語よりも多く，この点から考え

ても，1 級の英文は難しいものと思われる．また，助動詞

の頻度については，1 級 4 試料が 0.612～0.876%であるのに

対し，2・3 級 8 試料が 1.3161～2.444%，内 3 試料は 2%以

上となっており，1 級は断定的な表現が多く，2・3 級は，

より多くの助動詞を用いて微妙なニュアンスを表している

と言える． 

5. おわりに 
 観光英語検定の問題の英文について，中学校・高校英語

教科書と比較しながら，文字や単語の頻度特性を調べた．

今後も観光英検の特徴抽出に関し，更に研究を重ねていく

とともに，解析結果の教育への応用についても検討を行う

予定である． 
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Table 1 Metrical data for each material. 

Fig. 2 Principal component scores of difficulty by required and 
basic vocabularies. 
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